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ご挨拶　～年報発刊にあたって～

� 所長　吉　田　晴　美

　「自立と共助の精神に満ちた青少年の育成」を目指す本所の事業が滞りなく進み、ここに令和６年度「研
修のあゆみ－年報－」の発刊を迎えることとなりました。関係各位及び利用者の皆様の熱心なご活動は
もとより本所運営に頂きましたご支援、ご協力の賜物であり、心より御礼申し上げます。本所は管理企
業体による管理部門と事業を運営する指導部門の連携のもと、今年度も青少年の社会力の育成、社会教
育と学校教育の連携及び青少年の健全育成の実現に向けて業務を進めてまいりました。
　管理部門を担当する管理企業体は、青年の家の理念及び運営方針を踏まえながら、利用者の皆様のニー
ズに沿った施設運営と安全・安心な施設維持管理に努めております。　
　指導部門を担当する研修課・庶務課は、３つの運営の重点のもと主催事業に取り組んでおります。こ
こでは現代社会の課題と本所運営との関連から、本年度事業の特記事項について説明申し上げます。
　⑴　青少年ボランティアの育成・支援に係る研修
　「夏の体験ボランティア」の参加者数は前年比128％と大きく伸び、1780名の中・高校生の参加を得ま
した。また、「Ｙボラフェスタ」では187名のYYボランティアサークル員等が集まり、イベント開催を通
し、相互の活動理解を図ることができました。多くの参加者を得たことは、コロナを経てボランティア
に対する中・高校生の活動意欲が復活した証左であると考えます。加えて本所コーディネートボランティ
アサークル「nicoこえ」は、活動の一つである小児がん支援の山形Make Lemonadeプロジェクトの認
知が広がり、メンバー活動のみならず学校等でも取組みが進むなど、多くの青少年に対して体験を提供
することができました。
　⑵　青少年の地域活動の支援に係る研修
　本県においても幾度も豪雨災害、震災を経験し、近年、防災・災害ボランティアへの青少年の関わり
に対し、高い関心が地域社会・青少年の両者から寄せられています。その声に応えるべく「未来を守る
青少年防災フォーラム」では、青少年の災害への意識の啓蒙に努めました。さらに今年度は関連事業と
して、「有り、触れた、未来」映画上映会を開催し、多くの鑑賞者から感動の声を頂きました。また、「地
域をつくるリーダーセミナー」では各高校の生徒会役員たちを中心に、実際に地域視察に行き、地域課
題の解決策を考えることで、地域の魅力の再発見と発信の場を提供することができました。
　⑶　青少年に関わる現代的課題への対応に係る研修
　若者自立支援体験及び家庭教育支援事業として、軽スポーツ、アート活動及び学習支援の各事業を実
施しました。現代的課題は個別化・複雑化が進んでおりますが、支援の一助となるような研修を今後も
計画してまいります。
　学校現場は、学校に求められる現代社会からの要請への対応が急務であり、生徒の社会力育成、特に
ボランティア精神の育成や地域づくり活動等に充分な時間をもつことが難しい現状と拝察します。本所
では学校等にて担い難い教育部分を支援する体制の整備に努めておりますので、是非、今後とも本所の
研修及び出前講座等をご活用いただきたいと存じます。
　結びに、予測困難な未来を生きる青少年たちが、多様な活動や交流を通して持続可能な社会づくりに
参画し、力強く生き抜くことができるよう、本所はこれからも青少年育成の充実・発展を目指してまい
ります。関係各位におかれましては、今後とも本所への一層のご理解とご協力を賜りますよう、お願い
申し上げます。
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Ⅰ　教育目標
　 　多様な活動や交流をとおして持続可能な社会づくりへの参画を促し、自立と共助の精神に満ちた青

少年を育成する。
Ⅱ　運営方針
　１ 　人や社会との関わりにつながる多様な交流・体験活動の機会や情報の提供を通じて、地域社会へ

の主体的な参画を促し、青少年の社会力の育成に努める。
　２ 　学校及び関係機関・団体との連携を通じて、社会教育と学校教育をつなぎ、次代を担う人づくり

に努める。
　３ 　安全・安心な施設管理とコミュニケーションを重視した心の通う施設運営を通じて、豊かな人間

関係づくりを支援し、青少年の健全育成に努める。
Ⅲ　運営の重点
　１　研修プログラムの開発・提供（主催事業）
　　⑴　青少年ボランティアの育成・支援に係る研修
　　　①　青少年ボランティア活動及び指導者への支援の充実
　　　②　青少年の社会貢献に係る興味関心を学びと実践につなげる研修の提供
　　　③　ボランティアサークル「nicoこえ」の活動充実
　　　④　出前講座の提供拡大
　　⑵　青少年による地域活動の支援に係る研修
　　　①　地域のよさや課題を捉え、地域の人との協働につながる研修の提供
　　　②　SDGsを体験的に学ぶ機会の提供
　　　③　未来を守る青少年防災フォーラムの開催
　　⑶　青少年に関わる現代的課題への対応に係る研修
　　　①　特別な事情を有する青少年の自立支援に資する体験機会の提供
　　　②　子どもと一緒に参加でき親子に笑顔が生まれる家庭教育支援研修の提供
　　　　　（新規事業：「青年の家 de 寺子屋」の充実）
　　　③　スポーツやアートなど多様な研修プログラムの開発・提供
　２　地域青少年ボランティア活動推進事業（主管事業）
　　⑴　中高生の心に届ける「夏の体験ボランティア」キャンペーンの展開
　　⑵　学校・市町村・関係団体等への支援に資する情報収集と提供
　３　次世代の地域づくり中核人材育成事業
　　＊「地域をつくるリーダーセミナー」と兼ねる
　４　関係機関・団体等との協働の推進
　　⑴　研修プログラムの質の向上に資する多様で新しい関係者との協働の推進
　５　青少年のICT環境に対応した広報の推進
　　⑴　青少年に「伝わる」「つながる」ことを重視した広報の充実
　６　施設の有効利用と安全管理
　　⑴　県民の多様なニーズに応えられる施設運営と広報
　　⑵　定期的な施設・設備の安全点検による事故防止
　　⑶　熱中症を含む防災・防犯に資する安全管理マニュアル点検改善と各種訓練の実施

１　令和６年度　運営のあり方
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（１）YYボランティアビューロー

１　YYボランティアビューローについて
　県内の地域青少年ボランティア（YYボラン
ティア）の中央センターとして、YYボランティ
ア の 活 動 や 関 連 事 業 の 情 報 収 集 に 努 め、
InstagramやⅩ、YYボランティアビューローホー
ムページを通じて積極的に県内外に発信した。
各種SNSのフォロワー数も着実に増加している。
　「夏の体験ボランティア」については、コロ
ナ禍明け増加に転じた昨年度よりもさらに実施
団体や参加者が増え、大きな成果に繋がった。
また、「出前講座」の実施数についても増加し、
24の学校・団体等で実施できた。YYボランティ
アの活性化を図るために、今年度は周知ポス
ターを作成し、県内全中学校・全高校に配布し、
掲示を依頼した。

２　山形県地域青少年ボランティア推進会議
　地域青少年ボランティアの活性化を図るため
に、ボランティアサークルの指導者や学校・教
育行政・社会福祉協議会など幅広い関係者に推
進委員を引き受けていただき、様々な見地から
意見や助言・提言をいただいた。（第１回、第２
回ともリモート開催）

　第１回の会議では、本事業の事業計画や高校
３年生のボランティア活動の現状と課題を報告
した。協議では、県内青少年ボランティア活動
の推進に向けて、「学校又は地方自治体を取り巻
く課題とボランティアサークルとの連携」、「持
続可能なYYボランティアサークルの在り方」、

「情報発信における中央・地区センター、関係諸
機関との連携」等について意見や情報を交換した。

　第２回では、一年間の活動報告を行った後、
本県の「青少年ボランティア活動についての課
題の整理とその改善策」、「中高生に対するYY
ボランティアサークル活動の推進体制」等につ
いて話し合い、全体共有を行った。

〈推進会議委員〉　※敬称略
松田　道雄（尚絅学院大学 人文社会学群 教授）
井苅　香純（村山地区YYボランティア指導者）
井上多加志（最上地区YYボランティア指導者）
小川　真実（置賜地区YYボランティア指導者）
須貝俊太郎（庄内地区YYボランティア担当者）
三瓶　淳子（県社会福祉協議会地域福祉部）
髙橋　陽介（ひがしねあそびあランド主幹）
沼澤　欣一（県立霞城学園高等学校副校長）
石山　重典（天童市立第四中学校長）
丹野　　学（県立山形北高等学校長）
軽部隆一郎（県教育庁義務教育課指導主事）
菅原　航平（県教育庁高校教育課指導主事）

３　YYボランティアサークル支援
　中高生へのYYボランティア活動ＰＲのため周
知ボスターを作成し、県内全中学校、全高校へ
配布、掲示依頼した。また、職員が学校や団体、
その他の施設に出向いて、今後の様々な活動を
円滑に行えるようなアイスブレイキングや県内
サークルのボランティア実践例などの紹介を含め
たボランティア講座等の出前講座を実施している。
　今年度は、YYボランティアサークル同士の
交流、活動を広く県民にPRすることを目的と
し、モンテディオ山形ホームゲーム会場で「Y
ボラフェスタ」を開催し、多くの中高生ボラン

２　事　　業
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ティアの参加を得たことを含め、大きな成果を
挙げることができた。

〈出前講座〉
・内容：アイスブレイク（集団づくり）
　　　　ボランティア講座など
・実施団体・受講者数（指導者含む）：
４ 月…東桜学館高校180名／天童高校124名／山

形東高校253名／上山明新館高校170名／谷地
高校59名／寒河江工業高校89名／山形学院高
校234名／谷地高校117名／山形大学工学部フ
レックス52名

５ 月…美しい山形最上川フォーラム331名／山
形西高校43名／山形北高校40名

６ 月…ソニー生命97名／藤島Ben’s14名／山形
北高校31名／上山明新館高校22名

８ 月…山形市社会福祉協議会24名／山形城北高
校37名／飯豊町青少年育成町民会議24名／山
形東高校23名

９月…寒河江工業高校22名
10月…飯豊中学校58名
11月…赤湯中学校７名
２月…最上中学校６名

（以上24団体、総受講者数2,057名）

４　情報の収集・提供及びホームページ
⑴　『山形県の青少年地域活動団体一覧』 
　12月に、地区ごとの団体数、人数、年代構成
等について年一回の調査を実施している。
　2024年12月現在活動中の団体は、YYボラン
ティアサークルが48団体（876名）、青年団体が
85団体（1,623名）である。内容はデータとし
て編集し各サークルはじめ関係機関に送付して
情報を提供した。YYボランティアサークルは
２増、会員数は93名増加した。

⑵　ホームページの運用
　各地区教育事務所やボランティアサークルか
らの情報提供だけでなく、青年の家職員が現場
に出向き取材した内容など、頻繁に更新し、情
報の発信に努めている。また、ホームページへ
の閲覧誘導や青少年ボランティア活動の推進を
目的としてSNSを利活用し、インスタグラムで
は日常の話題を含め、YYボランティアサーク
ルの活躍の様子、青年の家コーディネートボラ
ンティアサークル「nico こえ」の話題などを
アップし、投稿165、フォロワー 3,233、フォロー
3,820（2025．３．４現在）になっている。また、
Ⅹにおいてもインスタグラムと連動し、ホーム
ページへの誘導に貢献し131件のポスト、809
フォロワー、1,180フォローとなっている。

（2025．３．４現在）

５　夏の体験ボランティア
　各サークル及び団体・施設からボランティア
企画を集めて地区ごとにリーフレットとしてま
とめ、県内の中学生及び高校生の全員、市町村
教育委員会等の関係機関に配布して、ボラン
ティア体験が可能な場の情報を提供した。
　中高生のボランティア活動へのニーズの高ま
りを受け、昨年度よりもさらに企画数を増やす
べく、受け入れ先の新規開拓を含めて広報活動
を積極展開し、企画数を大幅に増加させること
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ができた（昨年度89企画、協力団体74→今年度
179企画、協力団体80）。参加者数も昨年度の
1,387名から1,780名と大きく増加した。それで
も、受け入れ先からは「定員を上回る募集があ
り、お断りをしなければならなかった」との感
想・意見が多く寄せられた。また、青年の家職
員が可能な限り活動場所を訪れ、取材を行い、
その様子をSNSやYYボランティア・ビューロー
HPで紹介した。

６　高校３年生のボランティア活動実態調査
　県内の全日制の高等学校に依頼して、調査紙
を配布し回収する形で、高校３年生を対象とし
た調査を行った。県内の全高校生の在学中のボ
ランティア活動経験率74．7%（公立高校78．8%、
私立高校67．6%）となり、昨年度よりも経験率
がダウンした（昨年度経験率77．0%、公立高校
81．6%、私立高校68．2%）。ただし、学校の活
動以外におけるボランティア経験率はアップし
ているのは望ましい傾向である（昨年度33．
1%→今年度35．1%）。
　高校生が取り組んでいるボランティア活動の
分野は環境整備（38．7%）、文化振興（27．1%）、

子育て支援（9．8%）などであった。また高校
生が関心を持つボランティア活動分野として文
化振興（21．9%）、環境整備（18．0%）、子育て
支援（15．1%）の順になった。

７　成果・課題
⑴　成果
　① YYボランティア中央センターとして、県

内４つの地区センターと連携し、市町村教
育委員会や県・市町村社会福祉協議会等、
関係機関と情報共有・情報交換に努め、協
働的に青少年ボランティアの推進を行うこ
とができた。

　② YYボランティアビューローとしての活動
を活発化し、出前講座の実施回数の増加、
夏の体験ボランティアの企画数・参加者数
の増加などにつなげることができた。また、
新たな試みとして「YYボランティアフェ
スタ」を開催し、YYボラティアの活動を
大いにPRする機会を持つことができた。

　③ 青少年ボランティアの広報・推進に関して、
SNSを最大限活用し、中高生に直接届くよ
うな情報発信を心掛け、フォロワー数が増
加した。

⑵　課題
　① 「YYボランティア」の認知度が依然とし

て低い。地区センターとも連携して広報に
努め、サークルの活動活性化の後方支援を
していく必要がある。また、YYボランティ
アの活動周知に加え、サークル同士の交流
などの機会も創出できないか検討を要する。

　② 中高生向けのボランティア募集のプラット
フォームを作成できないか、関係機関と連
携して模索していく。

　③ 青少年のボランティア活動の推進のために
は、中学校・高校でのボランティア活動の
経験が自発的なボランティア活動の入口に
なり得る。そのような意味で、学校におけ
るボランティア活動の意義を引き続き啓発
していく。
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８　参考数値
　⑴　令和６年度　青少年地域活動団体の状況

【サークル数の状況】　 【サークル会員数の状況】

　⑵　「夏の体験ボランティア」参加者数の推移

①　ＹＹボランティアサークル

地　区 Ｒ５ Ｒ６ 増減

村　山 16 16 0
最　上 10 10 0
置　賜 7 9 2
庄　内 13 13 0
県全体 46 48 2

①　ＹＹボランティアサークル

地　区 総　数 男　子 女　子 小学生 中学生 高校生 大学生等 勤労青年
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６

村　山 256 288 63 63 193 225 0 0 82 90 155 174 11 14 8 10
最　上 131 140 25 36 106 104 0 0 13 18 104 106 12 12 2 4
置　賜 162 156 38 42 124 114 54 32 67 61 41 61 0 0 0 2
庄　内 234 292 70 95 164 197 0 0 117 146 117 107 0 8 0 31
県全体 783 876 196 236 587 640 54 32 279 315 417 448 23 34 10 47

②　青年地域活動団体数

地　区 Ｒ５ Ｒ６ 増減

村　山 31 31 0
最　上 8 8 0
置　賜 32 29 −3
庄　内 9 17 8
県全体 80 85 5

③　合計（①＋②）

地　区 Ｒ５ Ｒ６ 増減

村　山 47 47 0
最　上 18 18 0
置　賜 39 38 −1
庄　内 22 30 8
県全体 126 133 7

●企画数および参加者数内訳の推移
2017年

（H29）
2018年

（H30）
2019年

（R １）
2020年

（R ２）
2021年

（R ３）
2022年

（R ４）
2023年

（R ５）
2024年

（R ６）
（企画数） 126 133 128 ＊ 30 52 89 179

（
参
加
者
数
）

小 学 生 36 19 23 ＊ 9 6 121 45
中 学 生 247 249 280 ＊ 104 186 349 453
高 校 生 830 1,159 896 ＊ 174 499 636 954
大学生等 17 49 55 ＊ 3 1 16 39
そ の 他 58 115 45 ＊ 23 19 146 109
担当職員 49 123 52 ＊ 31 33 119 180
県 全 体 1,237 1,714 1,351 ＊ 344 744 1,387 1,780

（注）・令和２年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から実施しなかった。
　　・ 平成29年から「夏の体験ボランティア」として実施。それ以前は「季節の体験ボランティ

ア」として夏と冬に実施。

②　青年地域活動団体数

地　区 総　数 男　子 女　子 小学生 中学生 高校生 大学生等 勤労青年
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６

村　山 593 670 171 176 422 494 0 0 2 2 7 6 447 508 137 154
最　上 102 99 52 38 50 61 0 0 2 0 19 18 14 22 67 59
置　賜 530 541 310 315 220 226 8 12 4 7 11 26 153 139 354 357
庄　内 131 313 71 166 60 147 0 0 1 10 43 31 47 251 40 21
県全体 1,356 1,623 604 695 752 928 8 12 9 19 80 81 661 920 598 591

③　合計（①＋②）

地　区 総　数 男　子 女　子 小学生 中学生 高校生 大学生等 勤労青年
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６

村　山 849 958 234 239 615 719 0 0 84 92 162 180 458 522 145 164
最　上 233 239 77 74 156 165 0 0 15 18 123 124 26 34 69 63
置　賜 692 697 348 357 344 340 62 44 71 68 52 87 153 139 354 359
庄　内 365 605 141 261 224 344 0 0 118 156 160 138 47 259 40 52
県全体 2,139 2,499 800 931 1,339 1,568 62 44 288 334 497 529 684 954 608 638

●企画数および各地区ごとの参加者数の推移
2017年

（H29）
2018年

（H30）
2019年

（R １）
2020年

（R ２）
2021年

（R ３）
2022年

（R ４）
2023年

（R ５）
2024年

（R ６）
（企画数） 126 133 128 ＊ 30 52 89 179
（
参
加
者
数
）

村山地区 398 654 650 ＊ 135 310 723 956
最上地区 175 216 223 ＊ 45 72 70 80
置賜地区 275 361 248 ＊ 98 130 250 295
庄内地区 389 483 230 ＊ 66 232 344 449
県 全 体 1,237 1,714 1,351 ＊ 344 744 1,387 1,780

（注）・令和２年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から実施しなかった。
　　・ 平成29年から「夏の体験ボランティア」として実施。それ以前は「季節の体験ボランティ

ア」として夏と冬に実施。



― 6 ―

（２）ボランティア指導者研修会
１　ねらい

⑴ 　ボランティア指導者が一堂に会し、アイス
ブレイキングや茶話会を通して親睦を深める
とともに情報交換を行う。

⑵ 　災害ボランティアの実際と青少年ボラン
ティアの関わり方を学び、考える。

⑶ 　ボランティア指導上のリスクマネジメント
を様々な事例を通して学び、考える。

２　期日・会場
令和６年５月24日（金）・山形県青年の家

３　参加対象
市町村教育委員会社会教育担当課職員
青少年ボランティアサークル担当者
中学校・高等学校の先生方
社会福祉協議会ボランティア担当者等

４　日　程
９：45　オープニング
10：00　アイスブレイキング
　　　 講師：土橋明晃（青年の家研修主査）
10：30　講演およびワークショップⅠ
　　　 「災害ボランティアを学び、考える」
　　　 講師：山口大希　氏
　　　 　　　（山形県社会福祉協議会）
12：00　写真撮影
12：10　昼食・休憩
13：00　講演およびワークショップⅡ
　　　  「青少年ボランティアにおけるリスクマ

ネジメント」
　　　 講師：鹿野　純　氏
　　　 　　　（弁護士・伊藤三之法律事務所）
14：45　交流茶話会「YAMASEI-Café」
15：30　アンケート入力
15：45　クロージング

５　参加者（24名）
・生学課、教育事務所　４名
・市町村教育委員会　　７名
・社会福祉協議会　　　10名
・県関係　　　　　　　１名
・学校関係　　　　　　２名

６　成果・課題
⑴　成果
　① 山口氏の講演に関しては、実際に能登半島

で活動されたお話や映像を見させていただ
いたことで、よりリアルに「災害」を捉え
ることができ、また、中高生がいかにして

「災害ボランティア」と関わっていくべき
かを考察できた。

　② 鹿野氏の講演では、意外と身近にあるリス
クについて学ぶとともに、対処法について
も知ることができた。ボランティア活動等
の同意書についてもわかりやすくかつポイ
ントを押さえたものが重要であることを学
んだ。

　③ 茶話会では、参加者の皆さんが笑顔で交流
していただけた。人と人との繋がりの創出
や、日頃の悩み・課題等を共有して活かす
ことができる、大変有意義な時間であった。

⑵　課題
　① 「もっと話し合いの時間が欲しかった」

「もっと多くの事例を提示してほしい」等
の意見がいくつか出た。

　② 複数回の実施や宿泊研修の要望も出ている
ため、今後の検討課題としたい。
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（３）青少年ボランティアセミナー
１　ねらい

　ボランティアに携わる青少年等のボランティ
アに対する理解を深め、活動意欲・知識・技術
を高めるとともに、新たな活動分野について考
える機会を提供する。また、ボランティア活動
のネットワークをつくる。

２　期日・会場
令和６年10月20日（日）　会場：山形県青年の家

３　参加対象
中学生以上のボランティア活動に興味・関心が
ある方　定員30名程度

４　日程・内容
９：30　開会行事
９：40　アイスブレイキングで仲良くなろう
　　　 講師：研修主査　土橋 明晃
10：10　ボランティア活動について理解を深めよう
　　　 講師：研修主査　石井　貴之
10：50　 講義「命をつなぐボランティア『献血』

について学ぼう」
　　　 講師：山形県赤十字血液センター
　　　　　　 保科　美有　氏
12：00　昼食
13：00　 ボランティア実践活動「広報グッズを

作ってあなたの優しさを身近な人に届
けよう」

　　　 講師：山形県赤十字血液センター
　　　　　　 保科　美有　氏
15：00　振り返り・全体共有
15：15　アンケート入力・閉会行事

５　参加者
参加者総数34名

（中学生１名・高校生28名・大学生等４名・社
会人１名）

６　成果と課題
⑴　成果
　① 当初の日程（９月29日）を変更したことで

より多くの高校生が参加できるようになり、
結果として定員を超える参加者数となった。

　② ボランティア全般および献血に関する「知
識」や「技術」を学ぶだけにとどまらず、「献
血を促すはがき作り」の広報ボランティア
をおこなうことで、参加者にボランティア
活動をおこなった際の充実感や達成感を感
じてもらうことができた。

　③ 全国（県内）的に若い世代の献血者数が減
少している現状と献血の必要性を参加者に
知ってもらうことができ、セミナー後のア
ンケートでは多くの参加者から『献血に行
きたくなった』との感想をいただいた。

⑵　課題
　① 中学生の参加者が少なかった。青年の家の

HP、インスタグラム、Xでの公開だけで
なく中学校へのチラシ・開催要項の配布も
考えていく必要がある。（高校はメールで送
信し、校内掲示および生徒への呼びかけを
お願いしているという現状）
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（４）青年の家コーディネートボランティアサークル「nicoこえ」運営
１　ねらい

⑴ 　YYボランティアサークルとしてこれまで
継承されてきた機能を大切にしながらも新た
な取り組みを実践し、現代に相応しいYYボ
ランティアの在り方を模索しながらサークル
としてのロールモデルづくりを行う。

⑵ 　青少年の社会貢献への意欲や自己成長への
希望に応える、継続性のある多様な活動や交
流機会を提供し、人と人とのつながりに学ぶ
青少年の拠点施設としての役割を果たす。本
所研修課職員の青少年育成に係る専門的知
識・技術や本所が有する人的ネットワークを
活用したボランティア活動を実現する。

⑶ 　ボランティアサークルの継続的支援を通し
て、「プレイヤー」として得たボランティア指
導に係る情報や知見を、本所の研修事業の質
の向上に活用する。

２　募集期間・対象
通年・高校生、大学・短大・専門学校生等

（天童市エリアでの活動に参加できる方）
３　メンバー（R７／２／15現在）

代　表　山口　玲美（天童高校３年）
副代表　鈴木　愛子（山形東高校３年）
会　計　馬場　琳花（天童高校３年）

【社会人ファシリテーター「nicoぷらAd」（６名）】
髙橋宏治、野口翔太、佐藤友佳、新田ゆい
佐々木真、荒木美咲

【学生ファシリテーター「nicoぷらAd」（５名）】
菊池柚香（羽陽学園短大）、渡辺紗矢（山形厚
生看護学校）、平田寧々（山形県立保健医療大
学）、伊藤凜乃（宮城教育大学）、日向杏帆（新
潟大学）

【高校生メンバー（37名）】
鈴木愛子（山形東高）、安達和樺（山形西高）、
齋藤綾乃、大沢杏寿、酒巻由水香（山形北高）・
佐藤奏・角本れえな（寒河江高）、山口玲美・
馬場琳花（天童高校）、大石璃虹・早坂美光・
渡辺果歩・木村万葉・天野愛唯・佐藤凪紗・濱
田明日菜・井上愛結・狩野明・多田美結・阿部
芽依・結城夏音・近藤美音・佐藤京花・菊地祐
芽（山辺高）、斎藤渉・中村優希（上山明新館高）、
土橋晃生（東桜学館高）下山ひなの・渡部晴斗

（日大山形高）、赤木天舞・山内珠愛・齋藤舞美
（東海大山形高）、木村陽來・中林恋希・砂田雪
乃・荒井奈々（惺山高）、落合拳右（創学館高）

【中学生メンバー（10名）】
天野花菜（山形二中）、工藤葵（山形五中）、荒
木咲良（山形九中）、小林紗弥（高楯中）、折原
颯雅（天童一中）、須藤謙心・落合雄馬・小座

間暘花（天童二中）、木村颯大（陵西中）、奥山
ひなた（酒田二中）、後藤悠珠（大富中）
４　名称由来、活動方針等

令和４年度「研修のあゆみ」に記載
５　おもな活動（４チーム）

⑴　チームｎ（小児がん支援）
　「山形Make Lemonadeプロジェクト」
　 　県内各地でＹボラサークル、学校、団体等

多くの方々のご協力を得ながら小児がん支援
活動を実践した。結果、1,988,419円の支援金
が集まり、令和７年２月13日に山形大学医学
部小児科学講座へ寄付した。

⑵　チームｉ（グモ天・地域づくり）
　「にじっこプロジェクト」
　 　昨年度に引き続きグモ天祭の運営を担当し

たほか、「もちこ」の販売を行った（10月に大
坂屋さん閉店に伴い終了）。また、フルッティ
アさんとメンバーが話し合いを重ねレモンの
キャラクター「レモネンちゃん」が誕生し、
オリジナルレモネードの販売も行っていただ
いている。グリーンモール天童商店街以外に
も天童青年会議所、天童商工会議所等と協働
の場面も多くなり、天童市の商工観光課や生
涯学習課との関りも創出できている。
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⑶　チームｃ（福祉）
　「ふだんのくらしをしあわせにプロジェクト」
　 　難治性の病気の子どもたちのいちご狩り体

験や手話イベント、車いす体験イベントなど
でボランティア活動を実践した。

⑷　チームｏ（モンテ・防災）
　「有り、触れた、未来プロジェクト」
　 　モンテディオ山形ホームゲームのSDGs

ブース、ユニバーサルスポーツ体験コーナー
のボランティアスタッフとして活動した。ま
た、映画「有り、触れた、未来」自主上映会
のアンバサダー、スタッフとして活動した。

⑸　その他様々なボランティア活動に参加
　 　災害ボランティア、さくらんぼマラソン、

Yボラフェスタ、スポGOMI、MYボラセミ
ナー、クリスマス会など、メンバーからの要
請や個人参加も含めて活動の機会が多かった。

⑹　助成金等
　①荘内銀行ふるさと創造基金（20万円）
　②㈱さのや（３万円）
　③グリーンモール天童商店街（２万円）
　④山新放送愛の事業団（タブレット一式）
⑺　表彰
　① 輝く県民活躍大賞（ジュニア・ユース部門）

受賞

６　成果
　結成３年が経過し、ますます多くのメンバー
が参加し、非常に活発な活動を行うことができ
た。①ファシリテーターによる企画運営の機会
増加②他サークルや学校・地域との協働の実践
③天童市内の団体等との協働機会大幅増加、以
上３点は特筆すべき成果である。何より、「輝く
県民活躍大賞」の受賞は本サークルにとって大
きな喜びであった。２年続けて「山新放送愛の
鳩福祉助成」をいただけたことについても、今
後の活動の糧にしていきたい。
７　課題

⑴ 　小児がん支援レモネードスタンドについて
は、青少年ボランティア活動活性化に対して
の貢献度は非常に高いが、青年の家の業務の
域を超えるものがある。次年度以降「手放す
もの」を確認し、業務の適正化を検討すべき
である。

⑵ 　昨年度に増して活動の活発化に伴い、多方
面からボランティア活動の依頼（特にレモ
ネードスタンド）や講演依頼も増えている。
今年度は社会人・学生ファシリテーターによ
る指導・運営の機会も設けたが、さらにその
頻度を高めるべきである。

⑶ 　持続可能なＹボラサークルにするため、今
後の活動のあり方を青年の家職員とファシリ
テーターが共通認識を図りながら話し合いを
進める必要性がある。
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2025．３．11　山形新聞

2024．５．28　山形新聞

2025．２．14　山形新聞
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（５）未来を守る青少年防災フォーラム2024
１　ねらい

　東日本大震災から13年が経過した2024年１月、
能登半島地震が発生した。地震だけではなく、
近年では全国各地で豪雨災害が発生するなど、
自然災害の激甚化が進んでおり、ここ山形県で
も例外ではない。日本全国において災害の発生
が懸念される災害大国日本において、次世代を
担う若者の防災意識と社会参画意識の育成が急
務である。地域社会の未来の担い手である青少
年に、対話と実践を通し「助けられる」から「助
ける」への意識の転換を図る。

２　期日・会場
令和６年９月15日（日）・山形県青年の家

３　参加対象
　県内の中高生、大学生、ボランティアサーク
ル指導者、福祉関係者、地域防災関係者など

４　日　程
９：00　受付開始
９：30　オープニング
９：40　「災間を生きる君たちへ」
　　　 ～希望は絶望のど真ん中に生まれる～」
　　　 （昼食休憩）
14：30　「心のレジリエンス」
　　　 ～コロナ禍で失ったもの、見つけたもの～
15：30　若者からのメッセージ
　　　 「災間を生きる者として」
　　　 ～命と向き合い、命をつなぐ防災～
16：00　振り返り、アンケート入力、クロージング

５　講　師
齋藤　幸男　氏

（東北大学非常勤講師・元石巻西高等学校長）

６　参加者
参加者総数70名

（中学生２名、高校生57名、成人11名）

７　成果・課題
⑴　成果
　① これからの地域の担い手である若者に、防

災・減災についての当事者意識を持たせ、
実際の避難所運営の課題や対策を考え、共
有することができた。

　② 講師のエネルギッシュな指導により、参加
者の満足度が非常に高い研修会となった。

　③ 日本赤十字社山形県支部との繋がりにより、
赤十字のリーダーシップ研修会の中に本防
災フォーラムを組み込んでいただいたこと
により、定員を大幅に超える参加者を得る
ことができた。

⑵　課題
　① 参加中学校数・高校数を増やしたい。その

ための募集の仕方を工夫する必要がある。
また、中学校への事業周知が難しいため、
対応策を検討していく。
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（未来を守る青少年防災フォーラム2024関連事業）
映画『有り、触れた、未来』自主上映会

１　ねらい
　本所主催「未来を守る青少年防災フォーラム」
講師 齋藤幸男氏の著書「生かされて生きる～
震災を語り継ぐ～」を原案とする本映画を上映
し、「防災フォーラム」事業と関連させ、参加者
のより一層の地域防災の意識を高める。また、
コロナ禍を経て、先行きの見通せない不安や閉
塞感が漂う現代の日本社会において、次世代を
担っていく青少年の命の尊さを実感する機会、
命と向き合う機会を提供する。

２　期日・会場
令和６年10月６日（日）
山形県生涯学習センター「遊学館」ホール

３　参加対象
中高生や一般県民、どなたでも

４　日　程
11：30　開場・受付開始
12：30　映画『有り、触れた、未来』上映
14：50　アフタートーク
　　　 映画原案著者　齋藤　幸男　氏
　　　 映画出演兼プロデューサー
　　　　　　　　　　 舞木ひと美　氏
15：30　クロージング

５　参加者
鑑賞者総数132名（小中高生43名、成人89名）

６　成果・課題
⑴　成果
　① 来場者に記入していただいた事後アンケー

ト等を見ると大変好評であり、「命の尊さを
実感する機会、命と向き合う機会」を提供
することができた。

　② 映画上映後にアフタートークを組み合わせ
たことにより、当映画が作成された背景、
震災との関係性やそれにまつわる実話、制
作秘話などを聞くことができ、より一層来
場者の琴線に触れた様子が伺えた。

⑵　課題
　① 幅広い媒体での事業周知・募集を試みた。

特に中高生の参観を求め、学校訪問等を通
して事業周知活動を精力的に行ったが、結
果的にあまり中高生の関心を引くことがで
きず、主催者の期待どおりにはいかなかった。

７　鑑賞者アンケートより（一部）
・ 大変素晴らしい上映会とトークショーでした。

震災だけではなく、コロナ禍や、生きる事を
身近なテーマになっており、難しいテーマで
考えさせられる内容でした。

・ 心震えさせられるとても素敵な映画でした。
震災からの復興や未来に向かう希望を与えら
れました。

・ いろいろな事を考えさせられる映画。中盤か
らは涙が止まらず、今思い出しても涙がこみ
あげてきます。トークショーもとても楽しく、
本当に有意義な時間を過ごせました。

・ 素敵な映画でした。悲しい事があっても生き
ているってすごいことだな、と感じました。
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（６）地域をつくるリーダーセミナー
１　ねらい

　高校生が地域づくり活動に目を向け、地域の
良さを再認識し、地域の魅力を発信していける
ような次世代のリーダーに期待される資質能力
を育成するとともに、県内各高校生同士の相互
交流及びネットワーク形成を図る。
２　期日・会場

⑴　【庄内会場】令和６年12月８日（日）
　　　　　　　 鶴岡市勤労者会館
⑵　【内陸会場】令和６年12月15日（日）
　　　　　　　 山形県青年の家
３　参加対象

　県内各高等学校等の生徒会役員ならびに地域
づくりに関心を持つ生徒（各校３名程度）
４　日程・内容

10：00　開講式
10：10　青年リーダーからのメッセージ

【庄内会場】　「魅力いっぱい宝の宝庫　山形を
世界に発信！山形と世界をつなぐ」
講師　山新観光株式会社
　　　リッツ・アレクサンダー　氏

【内陸会場】　「誇るべき故郷：世界から見た日
本の地方」
講師　山新観光株式会社
　　　ディーン・セーラ　氏
11：20　フィールドワーク

【庄内会場】　「山王商店街・まちなかキネマの
案内を受け、地域の課題をイメージする」
講師　鶴岡山王商店街振興組合
　　　理事長　阿部　　等　氏

【内陸会場】　グリーンモール天童商店街の案内
を受け、地域の課題をイメージする」
講師　グリーンモール天童商店街
　　　会長　髙橋　政司　氏
12：30　昼食・休憩
13：00　ワークショップ

「次はあなたが青年リーダー！地域の課題に何
ができる！？学校の枠を超えたアイディア会議
を開こう」
講師　尚絅学院大学人文社会学群人文社会学類
　　　教授　松田 道雄　氏
15：15　振り返り（アンケート記入）
15：30　閉講式
５　参加者
【庄内会場】 　参加総数 28名
（高校生25名、社会人３名　参加校数５校）
【内陸会場】 　参加総数 47名
（高校生39名、大学生等２名　社会人６名　参
加校数15校）

６　成果と課題
⑴　成果
　① 青年リーダーからのメッセージを外国人に

お願いし、外から見た「山形の魅力」を語っ
てもらったことで参加者たちは地元住民が
見過ごしがちな魅力を再認識し、今後の地
域活動への意識を高める機会となった。ま
た、多角的な視点の獲得にもつながった。

　② 商店街でのフィールドワークを通して、地
域の課題を目の当たりにし、肌で感じても
らったことで、午後のアイディア会議にお
いて活発な意見が交わされることとなった。

　③ 初対面の人とのフィールドワークやグルー
プワークを通して、コミュニケーション能
力や協調性を高めることができた。特に「等
話」について学び、実践できたことは、今
後の活動に役立つ貴重な経験となった。ま
た、他校の生徒と交流することで、新たな視
点や意見に触れ、刺激を受けることができた。

⑵　課題
　① 各プログラムの時間配分、フィールドワー

クの内容、そしてセミナー後のフォロー
アップ体制を強化することで、更なる効果
が期待できる。



― 14 ―

（７）持続可能な社会づくり体験１「SDGｓ×スポGOMI」
１　ねらい

⑴ 　環境美化活動を通し、「地域の環境と文化の
継承」に自立と共助の精神を持って行動する
青少年を育成する。

⑵ 　持続可能な社会づくりへの参画を目指し、
コミュニケーション力・他者と協力する力・
繋がりを尊重する態度・進んで参加する態度
を育成する。

２　期日・会場
令和６年６月16日（日）
会場： 山形県青年の家及びその周辺（舞鶴山を

含む）

３　参加対象
中学生・高校生および一般県民　定員30名程度

４　日程・内容
９：30　開会行事
９：40　講座　 「海の豊かさを守るために私達が

できること」
　　　 講師　美しい山形・最上川フォーラム　
　　　　　　 安部　明子　氏
10：20　 舞 鶴 山 を 含 む 青 年 の 家 周 辺 で ス ポ

GOMI体験
11：20　 競技終了後、チームごとクイズの採点・

計量
11：40　閉会行事

５　参加者
　参加者総数28名＋運営ボランティア７名（中学
生２名・高校生28名・大学生等２名・社会人３名）

６　成果と課題
⑴　成果
　① 応募者数が42名となり、スポーツGOMI拾

いへの感心が高いことがうかがえた。今後
も青少年ボランティア推進に向けて、体験
を取り入れた講座が必要であると感じた。

　② 今年は山形工業高校の生徒によるロボット
実演を含めた講話を入れ、若者が取組んで
いる環境美化に関するSDGsの実践を学ぶ
ことで、同世代の参加者に良い刺激を与え
る機会となった。アンケート結果も大変好
評であった。

　③ 中学生、高校生だけでなく、スタッフを含
む成人と交流を持つことで学校では体験で
きない地域貢献活動になった。

　④ 今年も青年の家コーディネートボランティ
アサークル「nicoこえ」に運営スタッフと
して入ってもらうことで、ボランティア活
動への参加だけにとどまらず企画する側

（裏方）の仕事も体験することができ、未
来の参画者の育成にもつながった。

⑵　課題
　① 当日の欠席者が７名もおり、参加費（保険

料）の徴収に期間を要した。欠席の場合は
必ず本人から青年の家に連絡を入れるよう
所属校の教員へ徹底をお願いしていたが、
内２名は欠席の連絡がなかった。
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持続可能な社会づくり体験２「SDGs×地域文化」
〜さあ行こう、山形！ヤッショーマカショ！〜

１　ねらい
⑴ 　山形の青少年に「山形の良さ」を再認識し

てもらい、郷土愛を醸成する。
⑵ 　「モンテディオ山形」と「花笠踊り」２つ

の山形文化を学び楽しむとともに様々な山形
文化を継承するきっかけをつくる。

２　期日・会場
令和７年１月26日（日）・山形県青年の家
３　参加対象

中学生以上の方どなたででも（30名程度）
４　日　程

９：30　オープニング
９：45　アイスブレイキング
９：50　講演　 「山形一丸！山形文化としての 

モンテディオ山形」
　　　 講師：岡﨑　建哉　氏
　　　　　　 （モンテディオ山形）
　　　　　　 髙﨑　翔平　氏
　　　　　　 （モンテディオ山形）
11：10　集合写真
11：20　講演・体験活動１
　　　　　　 「花笠の歴史と踊りのポイント」
　　　 講師：柴﨑　玲子　氏（雪華）
　　　　　　 斉藤　栄子　氏（雪華）
12：10　昼食・休憩
13：00　体験活動２「発祥地尾花沢の笠まわし」
14：40　集合写真
14：50　持続可能な山形を考える
　　　 担当：研修主査　石井　貴之
15：10　振り返り、アンケート入力
15：25　クロージング

５　参加者（23名）
（高校生16名、大学生４名、社会人３名）
６　成果・課題

⑴　成果
　 　モンテディオ山形の岡﨑さん、髙﨑さんか

らプロサッカークラブチームとしての目的と
地域に根差した活動やSDGsの取り組みなど
を紹介していただき、サッカーだけではない
価値の創出を学ぶことができた。参加者は「私
たちのチーム」という意識も芽生え、山形の
自慢の１つという感想も得られた。

　 　花笠踊りについては、その歴史を学ぶとと
もに上町流と寺内流の２流派を習得すること
ができ、山形の伝統文化を楽しく体験できた。
また、ぜひチームを組んで花笠まつりに出た
いという声も上がるほど充実したものとなった。

⑵　課題
　 　この事業が年度最後の事業であったが、や

はりどの事業についても参加者募集について、
広報の仕方を研究しなければならない。届け
たい人に届く、欲しい人が情報を得られる方
法を獲得することが急務である。
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（８）若者自立支援体験活動１「スポーツでわいわい」
１　ねらい

　青少年の「自立」を支援するためにスポーツ
を楽しみながら人と交流できる場を提供する。
また、あたたかい触れ合いの中で活動すること
で、心身のリフレッシュを図り、社会参加を促す。

２　期日・会場
令和６年６月５日（水）・山形県青年の家

３　参加対象
　若者自立支援関係機関、民間支援団体に関わ
る青少年（定員30名程度）

４　日　程
13：00 ～ 13：30　受付
13：30 ～ 13：35　開会行事
13：35 ～ 13：55　アイスブレイキング
14：00 ～ 15：30　スポーツ（ディスクゴルフ）
15：30 ～ 15：45　写真撮影・閉会行事

５　内　容
ディスクゴルフ

６　講　師
中嶋　乃林子　氏

（山形フライングディスク協会事務局長）

７　参加者
蔵王いこいの里　　　　　　　10名
天童市アウタースクール　　　５名
若者の居場所こころいき　　　２名
発達支援研究センター　　　　２名
　　　　　　　　　　　　計　19名

８　成果・課題
⑴　成果
　① アンケートでは「大変楽しかった」「楽し

かった」が100％、であったことから、概
ね満足していただけたようである。「少し心
がほぐれた様な気がしました」や他施設の
方と「仲良くなれて良かった」という感想
をいただけたので、研修の目的をしっかり
果たせたように思う。

　② それぞれの施設でも作成し手軽に楽しんで
いただけるよう新聞を利用してフライング
ディスクを作成した。大変好評であった。

　③ 天童市アウタースクールおよび南陽市の
「若者の居場所こころいき」の児童・生徒
にも参加してもらったが、大変楽しく参加
してくれた。

⑵　課題
　① 同施設内での編成を望む団体と幅ひろい交

流を望む施設があるため、班（チーム）編
成の難しさを感じた。どうしても、前者の
考え方での編成となってしまう。

　② 昨年実施した「スラックライン」をもう１
度したいという意見が多かった。複数年同
種目開催や年内複数回開催なども検討して
いきたい
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若者自立支援体験活動２「アートでわいわい」
１　ねらい

　青少年の「ひきこもり」を支援するためにアー
ト作品を作製しながら人と交流できる場を提供
する。また、あたたかい触れ合いの中で活動す
ることで、心身のリフレッシュを図り、社会参
加を促す。
２　期日・会場

令和６年10月16日（水）・山形県青年の家
３　参加対象

　支援関係機関、民間支援団体に来所している
青少年および指導者
４　日　程

13：00 ～　受付
13：30 ～　開会行事
13：40 ～　アイスブレイキング
　　　　　講師：研修主査　土橋　明晃
14：00 ～　アート活動（版画）
　　　　　講師：城山　萌々　氏
　　　　　　　　早坂　美紅　氏
　　　　　　　　（天童アートロードプロジェクト）
15：30 ～　アンケート記入・閉会行事
　　　　　写真撮影

５　参加者
蔵王いこいの里　　　　　　　12名
から・ころセンター　　　　　５名
若者の居場所こころいき　　　２名
発達支援研究センター　　　　２名
東北芸術工科大学学生　　　　２名
　　　　　　　　　　　　計　23名

６　成果・課題
⑴　成果
　① アンケートではアイスブレイキング、版画

ともに「大変楽しかった」「楽しかった」が
100％、であったことから、概ね満足してい
ただけたようだ。『蔵王いこいの里』では施
設の行事として常に参加して下さっている。

　② 44歳から、10歳の小学生まで幅広い年齢層
であったが、講師の先生や各事業所の指導
者および社会教育実習生からのサポートも
あり、全員が作品をつくり上げることがで
きた。

　③ 版を作る作業、刷る作業など、苦労する姿
もあったが、参加者皆さんが意欲的に活動
されていた。特に、最初は会場に入らなかっ
た参加者が最後には笑顔で作品づくりに励
む姿も見られた。

　④ 今回は米沢市の「から・ころセンター」や
南陽市の「若者の居場所こころいき」など
遠方からも参加していただき、終始大変楽
しく参加してくれていた。

⑵　課題
　① 作業スピードに差異があるため、早く完成し

た方向けの取り組みも準備すべきと考える。
　② 今後午前午後の１日開催について検討すべ

きであると考えていたが、アンケートの活
動時間については「ちょうどいい」という
意見が81％となっており、多角的に事業に
ついて検証していく必要性がある。
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（９）家庭教育支援事業１「スポーツ de SDGs」
１　ねらい

・ 車いすバスケットボールの体験を通して、障
がいを持つ人への理解を深め、インクルーシ
ブな社会の実現に向けて親子で学びあう。

・ 軽スポーツやユニバーサルスポーツの体験を
通して親子の絆を深め、育ちあう。

２　期日・会場
令和６年７月７日（日）・山形県青年の家

３　参加対象
小学生（１～６年生）の児童とその保護者

４　日程・内容
10：00　　　　　開会行事
10：10 ～ 12：00　 親子で車いすバスケットボー

ル体験
12：00 ～ 13：00　昼食休憩
13：15 ～ 15：00　親子でスラックライン体験
15：10 ～ 15：30　閉会行事とふりかえり

５　講師
車いすバスケットボールチーム
山形I.B.Brothers
井上　　祐　氏

（山形県立山形西高等学校教諭・（一社）日本ス
ラックライン連盟公認Ｂ級インストラクター）
小池　智也　氏

（鶴岡スラックラインＣ級インストラクター）

６　参加者
18名（小学生10名、保護者８名）

７　成果と課題
⑴　成果
　 　車いすバスケットボール体験については、

日常的に車いすで生活している障がいを抱え
ている児童と障がいのない児童が同じルール
のもと同じスポーツを楽しみ、保護者も含め
て交流を深める貴重な機会となった。

　 　スラックライン体験については、親が子を、
子が親をサポートするなど、親子間のコミュ
ニケーションを深める良い機会となり、参加
者の笑顔が溢れる講座とすることができた。

⑵　課題
　 　１日を通しての活動であったため、特に低

学年の参加児童にとっては体力的に難しさが
あった。また、親子でのスポーツ体験という
共通性はあるものの午前と午後のプログラム
では目的が多少異なることから、別々の事業
とするなどの工夫が必要である。
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家庭教育支援事業２「青年の家 de 寺子屋」
１　ねらい

・ 夏休み中の宿題サポート等を通して、児童の
学習意欲の向上と主体的な学びを促進し、家
庭での学習習慣の定着をサポートする。

・ 高校生や大学生など異なる世代の人々と交流
することで、コミュニケーション力や協調性
を養い、児童の健やかな成長をサポートする。

２　期日・会場
令和６年８月８日（木）・９日（金）山形県青年の家

３　参加対象
小学生（１～６年生）の児童（定員　各日15名）

４　日　程
９：00　受付
９：30　開校式・アイスブレイクで仲良くなろう！
10：30　宿題タイム１
11：20　宿題タイム２
12：00　昼食・休憩・レクリエーション
13：20　宿題タイム３
14：10　お楽しみタイム
15：10　集合写真撮影・閉校式・振り返り

５　参加者（２日間計）
参加小学生27名
学生ボランティア15名（高校生・大学生等）

６　成果・課題
⑴　成果
　① 若干定員には満たなかったが、多くの児童

の参加を得ることができた。中には保護者
の帰省に合わせて県外から参加してくれた
児童もいた。

　② 「また参加したい」、「ぜひ継続してほしい」
との感想が多く、児童、保護者ともに好評
を得ることができた。

　③ 学生ボランティアの活躍が大きかった。一
人ひとりが児童と触れ合う喜びも難しさも
感じ、学生にとっても非常に良い経験と
なった。

⑵　課題
　① 参加児童１名につきボランティア１名を目

標にして学生ボランティアの確保に努めた
が、当日体調不良で欠席した者もあり、中
には児童２名を担当してもらわなければな
らない場面もあった。

　② 学生ボランティアの募集についてさらなる
工夫が必要である。
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家庭教育支援事業３「アート de SDGs」
１　ねらい

　児童とその保護者を対象に、芸術活動を通し
て親子で共に学び、体験を通し育ち合う。

２　期日・会場

令和６年11月17日（日）
会場：山形県青年の家

３　参加対象

小学生（１～６年生）とその保護者
定員７組程度（最大21名）

４　日程・内容

13：00　開会行事
13：05　アイスブレイキング
　　　 講師　東北芸術工科大学の学生
13：30　アート活動
　　　 「キラキラ輝く ミラーツリーづくり」
　　　 講師　石沢　惠理　氏
　　　  （東北芸術工科大学専任講師、兼天童

アートロードプロジェクト実行委員）
15：40　アンケート入力・閉会行事

５　参加者

参加者総数８組17名＋見学者３名
（幼児２名・小学生10名・保護者８名）

６　成果と課題

⑴　成果
　① ３年連続で参加してくれた親子もいた。ア

ンケート結果では「親子で同じことに集中
して取り組むことは考えてみるとあまりな
いような気がするので、よい機会になりま
した。」との感想が寄せられた。じっくり
と親子一緒にアート活動を行うことで親子
の絆も深まり、満足して帰っていく参加者
の姿が見受けられた。

　② 本事業の周知方法として、ここ数年「青年
の家のSNSでの情報発信」や「児童遊戯施
設へのポスター・チラシ設置」に力を入れ
てきた。今年は３組の親子が「上記の方法
で本事業のことを初めて知り、参加に至っ
た」とアンケートでご回答いただいた。

⑵　課題
　① 今回、終了時刻が予定より遅くなってし

まった。アート活動では、出来栄えへのこ
だわりが個人で違うため、早く作業が終わ
る人もいれば、時間がいくらあっても足り
ない人がいることが分かった。進捗状況を
把握し、講師と時間配分について確認する
必要があった。
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（10）Ｙボラフェスタ2024
１　ねらい

⑴ 　YYボランティアのサークル同士の親睦を
図りながら活動を盛り上げる

⑵ 　YYボランティアの活動を広く県民に知っ
てもらう

⑶ 　YYボランティアサークルメンバーの自己
肯定感を養う

⑷ 　山形が誇るプロスポーツチームとの協働に
より郷土愛を醸成する

⑸ 　YYボランティアサークルと学校との協働
を実践する

２　期日・会場
令和６年６月９日（日）
山形県総合運動公園（モンテディオ山形試合会場）
３　参加対象

⑴　YYボランティアサークルメンバー
⑵ 　県内各高校のボランティア部、JRC部等の

メンバー
⑶　YYボランティアに興味がある方

４　日　程
９：00　集合・準備
９：30　サークルキックオフミーティング
10：00　イベント開始
13：50　イベント終了
　　　 イベント後試合観戦（自由参加）

５　内　容
⑴　ステージでYYボランティアの紹介
⑵　各ブースで活動、体験活動運営
　①Ｙボラウォークラリー
　②バルーンアート
　③おりがみ
　④レモネードスタンド
　⑤マグネットフィッシング
　⑥スライムづくり
　⑦ミニメガホンづくり
　⑧新聞フライングディスク
　⑨モルック
　⑩キックターゲット

６　参加者（187名）
・中学生23名・高校生135名
・大学生12名・社会人17名

７　予算
５万円（青少年地域学習活動助成金）

８　成果・課題
⑴　成果
　① イベント会場の一部を借り切ってイベント

を行う、しかも187名という非常に多くの
参加者数（スタッフ含む）という挑戦では
あったが、アンケート結果を見ると「とて
もよかった」が78.6％、「よかった」が
21.4％と、この２つで100％であったため、
充実した事業となった。

　② 10のブースをつくり、各ブースに大人（社
会人および学生）を２名以上配置し責任を
持っていただくことでスムーズな運営を行
うことができた。

　③ 渡邉百音アナウンサー（さくらんぼテレビ）
のご協力のもと、YYボランティアを紹介
するステージを多くの観客に囲まれながら
行えた。

　④ モンテディオ山形側からの評価も非常に高
く、再開催の要望を受けた。

⑵　課題
　①  欠席者が多く、その対応に苦慮した。
　② LINEオープンチャットを活用して連絡事

項を随時配信したが、チェックを怠る参加
者も多く、その対応に苦慮した

　③ 時間的にタイトな上に参加者が多かったた
め、出欠の確認に曖昧さが見られた。

　④ 参加者の主観によって意見が分かれてしま
うため、焦点をどこに絞るかを事前に決定
しておく必要性を感じた。
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３　令和６年度研修利用団体一覧
１　子ども会の研修
天童市子ども会育成会連合会 蔵増地区子ども会育成会連合会

２　幼稚園・保育園の研修
天 童 幼 稚 園 天 童 市 立 舞 鶴 保 育 園

３　小学校やスポーツ少年団等の研修
天童中部小ゴールデンイーグルス 天童市バドミントンスポーツ少年団 天童ミラクルＶ．CLUBスポーツ少年団
山形チアリーディングチームＧＬＯＯＶＥＲＳ け や き Ｊ V C 山形ジュニアソフトテニススポーツ少年団
ほなみスポーツ少年団女子バレーボール部 山形ＳＧベースボールクラブ Ｗ Ｂ Ｃ
バスケットボールスクールハーツ 神 町 バ ド ミ ン ト ン 愛 好 会 中 島 バ レ ー ボ ー ル ク ラ ブ
ダ ン ス ク ラ ブ ５ 年 Ｂ 組

４　中学校の研修
　⑴　学年宿泊研修
東 北 学 院 中 学 校

　⑵　生徒会リーダー研修会
　　　なし
　⑶　部活動研修
天童三中女子バスケットボール部 庄 内 町 立 余 目 中 学 校 合 唱 部 増 田 中 学 校 ソ フ ト ボ ー ル 部

　⑷　その他
１ ｓ ｔ． Ｒ ｅ ｖ． Ｂ Ｃ 天 Ｊ ソ フ ト テ ニ ス かしわ男子バスケットボールクラブ
Ｔ Ｇ Ｂ ス ポ ー ツ 少 年 団 Ｔ-ｔ ｈ ｉ ｒ ｄ　 Ｂ Ｂ Ｃ Ｔ ３ Ｂ
天 三 バ ス ケ 保 護 者 会 Ｔ バ ド ク ラ ブ・ バ ド ミ ン ト ン
サ ン デ ー シ ャ ト ル ズ Ａ Ｔ ４ 天 童 バ ド
山 形 ス マ イ ル ガ ー ル ズ 山 二 中 野 球 ク ラ ブ Ｓ Ｐ Ｔ
金井ジュニアバスケットボールクラブ 金 井 Ｂ Ｃ Ｏ Ｂ 白水バスケットボールスポーツ少年団
Ｆ ５ Ｃ ジュニアバドミントンクラブ 高 橋 バ ド ミ ン ト ン ク ラ ブ
Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ　 ｉ ｓ　 Ｌ Ｉ Ｆ Ｅ 東 学 Ｖ Ｂ Ｃ Ｌ ａ ｃ ｒ ｉ ｍ ａ　 Ｊ ｒ
桜 香 会

５　高等学校の研修
　⑴　学年宿泊研修
新 庄 東 高 等 学 校 山 形 学 院 高 等 学 校 山形県立山形養護学校高等部
東 北 学 院 高 等 学 校

　⑵　生徒会リーダー研修会
　　　なし
　⑶　高校関係諸団体
山 形 県 高 文 連 書 道 専 門 部 山形県総合学科高等学校発表交流会

　⑷　部活動関係
天 童 高 校 ダ ン ス 部 鶴 岡 東 高 校 野 球 部 秋田県立雄物川高等学校男子バレーボール部

　⑸　その他
　　　なし
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６　大学・短期大学の研修
　⑴　学校関係
　　　なし
　⑵　サークル合宿等
山 形 大 学 競 技 舞 踏 部 東北大学ＳＦ・推理小説研究会 東 北 ジ ャ グ リ ン グ 合 宿

７　専修学校・各種学校の宿泊研修
　⑴　学校関係
　　　なし
　⑵　サークル合宿等
　　　なし

８　企業等の研修
　⑴　新入社員研修
株式会社  山形ビルサービス

　⑵　社員研修・会議
株式会社  山形ビルサービス

９　行政等の研修
生涯教育・学習振興課「東北大学社会教育主事講習」 生涯教育・学習振興課「教育事務所等社会教育主事等会議」 生涯教育・学習振興課「青少年教育施設協議会所長会議」

10　社会教育団体の研修
ボ ー イ ス カ ウ ト 山 形 県 連 盟 家 庭 倫 理 の 会　 山 形

11　サークル等の研修
大 石 バ ド ミ ン ト ン チ ー ム　 ベ ト ナ ム

12　ボランティア関係
村山教育事務所「ＭＹボランティアスタートアップセミナー」 村山教育事務所「ＭＹボランティアスキルアップセミナー」 村山教育事務所「ＭＹボランティアサークル交流会」
ボランティアサークル「ｎｉｃｏこえ」 山形Ｍａｋｅ　Ｌｅｍｏｎａｄｅプロジェクト実行委員会

13　その他
放課後等デイサービス事業所つぼみ 放課後等デイサービス　ハートテラス 蔵 王 か え で の 会
親 睦 を 深 め る 会 立 正 大 学 同 窓 会 山 形 県 支 部 国土交通労働組合東北地方協議会
東 桜 か る た 練 習 会 不 愉 快 な 仲 間 た ち
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４　令和６年度研修利用状況
⑴　主催・受入事業別利用状況

⑵　団体別利用状況

　　ア　成人・一般　　　　　　　　　イ　幼児・児童・生徒・学生　　　　　ウ　指導者・引率者

⑶　利用状況の割合（団体・利用者）

主　催　研　修 受　入　研　修 合　　　　　計
団体数 実人数 延人数 団体数 実人数 延人数 団体数 実人数 延人数

14 398 398 408 8,307 9,392 422 8,705 9,790

区　　分 団体数 実人数
社 会 教 育 294 286
企 業 関 係 6 98
そ　の　他 76 181

計 376 565

区　　分 団体数 実人数
幼　　　児 16 490
小　学　生 0 631
中　学　生 16 3,352
高　校　生 10 944
大　学　生 4 134

計 46 5,551

実人数
2,589

区分 幼児 小学生 中学生 高校生 大学生 社会教育 企業関係 その他 計
団体数 16 0 16 10 4 294 6 76 422

％ 3.8 0.0 3.8 2.4 0.9 69.7 1.4 18.0 100.0
実人数 490 631 3,352 944 134 286 98 181 6,116

％ 8.0 10.3 54.8 15.4 2.2 4.7 1.6 3.0 100.0

その他
3.0

企業関係
1.6

大学生
2.2

社会教育
69.7

企業関係
1.4

その他
18.0

高校生
2.4

幼児
3.8

幼児
8.0

中学生
3.8

大学生
0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

高校生
15.4

社会教育
4.7

中学生
54.8

小学生
10.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

団体数

実人数



― 25 ―

⑷　宿泊数別利用状況

⑸　月別利用状況

⑹　年度別利用状況

区　　分 日 帰 り 1　　泊 2　　泊 3　　泊 4泊以上 合　　計
団体数 392 24 2 4 0 422

％ 92.9 5.7 0.5 0.9 0.0 100.0
実人数 7,841 731 45 88 0 8,705

％ 90.1 8.4 0.5 1.0 0.0 100.0

月 研修日数 団体数 実人数 延人数 1日平均人数 利用率（％）
４ 30 37 1,109 1,407 46.9 21.9%
５ 31 39 810 926 29.9 14.0%
６ 30 36 847 962 32.1 15.0%
７ 31 39 647 712 23.0 10.7%
８ 31 35 755 835 26.9 12.6%
９ 27 40 1,020 1,058 39.2 18.3%
10 31 35 688 732 23.6 11.0%
11 27 29 586 607 22.5 10.5%
12 28 38 695 695 24.8 11.6%
１ 27 32 478 478 17.7 8.3%
２ 25 32 538 562 22.5 10.5%
３ 30 30 532 816 27.2 12.7%
計 348 422 8,705 9,790 28.1 13.1%

年　　　度 研修団体数 研修実人数 研修延人数
昭和42年度～平成26年度 18,855 578,831 1,168,013 

27 500 11,764 15,813 
28 511 11,000 15,390 
29 441 9,593 13,630 
30 381 9,476 13,938 

令和元年度 289 6,718 9,106 
２ 289 4,259 4,325 
３ 240 3,622 3,835 
４ 245 4,100 4,427 
５ 382 7,814 8,841 
６ 422 8,705 9,790 
計 22,555 655,882 1,267,108 

 ※数値は令和７年３月31日現在のもの
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６　組織および職員構成

研修主査
土橋　明晃

【指導部門】

所長
吉田　晴美

【管理部門】 ※山形県青年の家管理企業体（指定管理者）

管理責任者
武口日出男

（兼）庶務係長
武田　　篤

研修課長
斎藤　裕輝

事務員
茂木　優子

研修主査
石井　貴之

次長
武田　　篤

副管理責任者
石坂　康平

管理員
瀧口　高貴

栄養士
仲川恵梨花

栄養士
奥山　硝子

管理員
齋藤　一士

管理員
奥村　淳一

受付・事務
土肥あけみ
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